
 

 

 ※【雨水計算書】（ブリック式）

Ｑｒ＝Ｒ・Ｃ・Ａ・6√Ｓ/Ａ

Ｓ/Ａ≧１の場合はＳ/Ａ＝１とする。

Ｑｒ：計画雨水流出量（ｍ3/S)

R：降雨量（Ｉ/360)=0.1667　　　　

) Ａ：排水面積(ha）           

Ｉ：降雨強度　60（㎜/時）

( ) Ｓ：地表面平均勾配（
0
/00）　通常は【５】

Ｃ：流出係数     

① 屋根（建物）

② 舗装地

③ 未舗装地

④ 緑地

⑤ 水面

⑥ 舗装地（透水性）

※(参考)大阪市下水道の流量(標準)       

) ①（ｺﾝｸﾘｰﾄ管･陶管）

( )

②（塩化ビニール管)

) (その他）

( ) ①

②

③

④

⑤

)

( )

合　　計 ※

 

雨水流出調整後

 

雨水流出調整後

 

0.90
 

下流の大阪市下水道の許容流量は、その所管
(担当部署)に別途確認する。

流出係数別による区域の表示と面積の記入及び
排出区域並びに接続記号を図面に表示する。

×60/360

 

雨水流出調整後

0.000000 ΣQs＝ 0.00000ha ΣQr＝ （ｍ3/S)

 

 

 

（雨水、汚水、湧水）

ポンプＵＰ
降雨量 雨水量

 

 

 

係数 面 積（ha） ×60/360

Σ＝

取付管
流量(許容)

計画下水量
(合　計)

（ｍ
3
/S)Ｑｒ（ｍ

3
/S) Ｑｓ（ｍ

3
/S) （ｍ

3
/S) （ｍ

3
/S) （ｍｍ）

取付管
口径･管種

0.25

1.00

 

 

 

 

汚水量

 

 

 

 

桝記号排水面積 排水区域　（Ａ）

（ｈａ）

ha

0.30

0.90

(No.

0.95

0.95
 

 

 

 

×60/360

0.1667

(No.  
0.30

 

ha  0.1667

×60/360
0.25

1.00
 

 

 

 

 

0.95

0.25

0.30

0.90

1.00

(No.

ha

 

(No.
0.30

0.95

0.90

ha  
0.25

 

0.1667

×60/360

 

 

1.00
 

0.60
 

 

 

 

0.1667  

 

 

表8‐3‐4　 計画下水(流出)量　集計表 （標準）   【排水区域ごとの取付管の流量(許容)との確認】

 

備考 算定式及び計画諸元

0.95

0.90

0.30

0.25

1.00

0.60

最終欄には各々の合計量を記入する。  （ｍ3/S)

-- --

 

雨水流出調整後

汚水量、ポンプ排水量は、算出根拠を、ポンプは
能力曲線（メーカーのカタログ）資料添付、地下排
水槽の容量根拠を添付する。

透水性舗装(０.６０)を採用する場合は、断面図（総
厚２０㎝以上）に記入する。

 

 

 

0.12180

0.15610D=450

各計画下水量は、雨水の流出調整の前およびそ
の後にあっても当該取付管の流量(許容)以下とな
るよう計画する｡

1.0/400ｍ
3/s

1.0/500

1.0/550

0.02353

0.04658

0.10450

0.04950

1.5/100  

1.2/100

1.0/250

1.0/300

--

D=300

-- --

D=300

D=150
 

 

D=400

0.0164

D=250

D=200

-- --

0.07400

D=350

1.5/100

1.2/100

1.0/150

D=150

D=200 0.0328

0.0752

ｍ
3/s

ｍ
3/s

ｍ
3/s

0.60
 

 

 

 

ｍ
3/s

 

--

ｍ
3/s

ｍ
3/s

ｍ
3/s

ｍ
3/s

ｍ
3/s

0.60
 

 

0.60
 

 

 


